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酋
》
牡
寺
帥
信
料
総
永
代
経
法
要

新
緑
が
眼
に
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
浄
土
に
ご
往
生
さ
れ
た

方
々
の
遺
徳
を
偲
び
つ
つ
、
朗
ら
か
な
仏
さ
ま
の
お
心
を
共
々
に
ご
聴
聞

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

ょ

う

。

五
月

二
十
二

日

(
日
)

法
要
(
於
本
堂
)

穀
引
き
続
き
法
話

寺

「
限
り
な
き
い
の
ち
」

巧
十
二
時
半
終
了

番

※
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
お
斎
は

中
止
、
時
間
短
縮
規
模
縮
小
で
行
い

刊

ま
す
。
準
備
の
都
合
上
、
同
封
の
ハ

ガ
キ
に
出
欠
の
有
無
と
参
拝
人
数
を

月

記
入
頂
き
、
五
月
十
六
日
(
月
)
ま
で

に

ご

投

函

賜

れ

ぱ

幸

い

で

す

。
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令
秦
春
日
部
だ
よ
り
令
令

◎
お
隣
は
田
植
え
が
終
わ
り
、
今
年

も
カ
エ
ル
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
始

ま
り
ま
し
た
。
住
職
継
職
記
念
に
植

樹
し
て
い
た
た
い
た
八
重
桜
も
沢
山

花
を
つ
け
た
の
で
少
し
拝
者
。
桜
の

花
の
塩
漬
け
を
作
り
ま
し
た
。
穏
や

か
な
香
の
香
り
が
い
た
し
ま
す
。

ノ
軸



定
例
法
座
傭
一
H

◎
五
月
十
一
日
(
水
)

午
後
二
時
～
三
時
半

於
法
輪
会
館
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い年

「
親
鸞
里
人
ご
誕
生
∞
宕

立
教
開
宗
∞
o
o
年
に
っ

て
」本
紙
で
は
す
で
に
特
集
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
来
年
春
に
は
ご
本
山
で

記
念
法
要
が
ご
修
行
に
な
り
ま
す
。

浄
土
真
宗
の
立
教
開
宗
は
、
親
鸞
聖

人
が
『
教
行
信
証
』
を
著
さ
れ
た
年

報

を
も
と
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
『
教
行

寺

信
証
』
は
関
東
時
代
に
記
述
さ
れ
た

事
か
ら
首
都
圏
に
住
む
私
た
ち
に
と

番

っ
て
縁
深
い
も
の
で
す
。
今
回
は
関

東
と
の
つ
な
が
り
を
中
心
に
他
力
の

刊

み
教
え
に
つ
い
て
お
話
い
た
し
ま
す
。

月

※
法
座
終
了
後
、
三
十
分
程
度
境
内
清

掃
奉
仕
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
作
業
し
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

み
ほ
と
け
会
月
例
会

・
兼
N
ロ
ロ
ヨ
ミ
ー
テ
ィ
ブ
ブ
誉

開
催
日
時
は
、

毎
月
第
一
木
曜
日
、
第
三
木
曜
日

午
後
八
時
～

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

ま
で

十
方
微
塵
世
昇
の

念
躰
の
東
生
を
み
そ
を
わ
し

根
翠
し
て
拾
て
ざ
れ
ば

命
令
春
日
部
だ
よ
り
命
令

⑬
四
月
の
定
例
法
座
は
甘
茶
を
か
け

て
お
釈
迦
様
の
ご
誕
生
在
お
祝
い
し

ま
し
た
。
甘
茶
の
甘
さ
は
発
酵
の
際

に
出
来
る
「
フ
ィ
ロ
ズ
ル
チ
ン
」
と

い
う
成
分
に
依
る
も
の
。
カ
ロ
リ
ー

ゼ
ロ
で
す
が
砂
糖
の
一
一
百
倍
～
千
倍

の
甘
み
成
分
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
花
御
堂
は
境
内
に
植
え
て
頂

い
た
ア
ヤ
メ
や
土
手
の
菜
の
花
、
お

供
え
の
お
花
も
使
わ
せ
て
頂
き
、
百

花
轢
乱
と
な
り
ま
し
た
。

]

阿
弥
陀
と
を
づ
け
た
て
ま
つ
る

簾
簾』


